
【資料 １】 「般若心経」 全文と訳  〔参考〕

般若心経 （三蔵法師玄奘訳） 訳；花山勝友氏

観自在菩薩 （かんじざいぼさつ）                       　（観音菩薩が、）

行深般若波羅蜜多時（ぎょうじんはんにゃはらみったじ）（深遠な知恵を完成するための実践をされている時、）

照見五蘊皆空 （しょうけんごうんかいく）             （人間の心身を構成している五つの要素がいずれも本質的
  　　　　　　　　　                                               　なものではないと見極めて、）

度一切苦厄 （どいっさいくやく）                       　（すべての苦しみを取り除かれたのである。）

舎利子 （しゃりし）                                           　（そして舎利子に向かい、次のように述べた。舎利子よ、）
　　　　　　　　　　　　　
色不異空 （しきふいくう）                                 　（形あるものは実体がないことと同じことであり、）

空不異色 （くうふいしき）                                 　（実体がないからこそ一時的な形あるものとして存在
                                      　　　　　　　　　　　　　するものである。）

色即是空 （しきそくぜくう）                           　（したがって、形あるものはそのままで実体なきものであり、）

空即是色 （くうそくぜしき）                             　（実体がないことがそのまま形あるものとなっているのだ。）

受想行識 （じゅそうぎょうしき）                       　（残りの、心の四つの働きの場合も、）

亦復如是 （やくぶにょぜ）                                　（まったく同じことなのである。）

舎利子 （しゃりし）                                          　（舎利子よ、）

是諸法空想 （ぜしょほうくうそう）                   　（この世の中のあらゆる存在や現象には、実体がない、
                                      　　　　　　　　　　　　　という性質があるから、）

不生不滅 （ふしょうふめつ）                             　（もともと、生じたということもなく、滅したという
　                                     　　　　　　　　　　　　こともなく、）

不垢不浄 （ふくふじょう）                                 　（よごれたものでもなく、浄らかなものでもなく、）

不増不減 （ふぞうふげん）                                 　（増えることもなく、減ることもないのである。）

是故空中無色 （ぜこくうちゅうむしき）             　（したがって、実体がないということの中には、形あ
　                                      　　　　　　　　　　　　るものはなく、）

無受想行識 （むじゅそうぎょうしき）                　（感覚も念想も意志も知識もないし、）

無限耳鼻舌身意 （むげんにびぜつしんに）         　（眼・耳・鼻・舌・身体・心といった感覚器官もないし、）

無色声香味触法 （むしきしょうこうみそくほう） 　（形・音・香・味・触覚・心の対象、といったそれぞ
　                                     　　　　　　　　　　　　れの器官に対する対象もないし、）

無限界乃至無意識界 （むげんかいないしむいしきかい）   　（それらを受けとめる、眼識から意識までのあ
        　                                            　　　　　　　　　　　　らゆる分野もないのである。）

無無明 （むむみょう）                                       　（さらに、悟りに対する無知もないし、）

亦無無明尽 （やくむむみょうじん）                   　（無知がなくなることもない、）

乃至無老死 （ないしむろうし）                         　（ということからはじまって、ついには老と死もなく）

亦無老死尽 （やくむろうしじん ）                     　（老と死がなくなることもないことになる。）

無苦集滅道 （むくしゅうめつどう）                   　（苦しみも、その原因も、それをなくすことも、そして
                                        　　　　　　　　　　　　 その方法もない。）

無知亦無得 （むちやくむとく）                          　（知ることもなければ、得ることもない。）

以無所得故（いむしょとくこ）                           　（かくて、得ることもないのだから、）

菩提薩垂 （ぼだいさった）                                 　（悟りを求めている者は、）

依般若波羅蜜多 （えはんにゃはらみった）          　（知恵の完成に住する。）

故心無圭礙 （こしんむけいげ）                           　（かくて心には何のさまたげもなく、）

無圭礙故無有恐怖 （むけいげこむうくふ）             （さまたげがないから恐れがなく、）

遠離一切転倒夢想 （おんりいっさいてんどうむそう）    （あらゆる誤った考え方から遠く離れているので、）

究境涅槃 （くきょうねはん）                             　（永遠にしずかな境地に安住しているのである。）
                       

三世諸仏 （さんぜしょぶつ）                              　（過去・現在・未来にわたる“正しく目覚めたものたち”は）

依般若波羅蜜多故 （えはんにゃはらみつたこ）   　（知恵を完成することによっているので、）
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得阿耨多羅三藐三菩提 （とくあのくたらさんみゃくさんぼだい）    　（この上なき悟りを得るのである。）

故知 （こち）                                                     　（したがって次のように知るがよい。）

般若波羅蜜多 （はんにゃはらみった）                　（知恵の完成こそが）

是大神呪 （ぜだいじんしゅ）                              　（偉大な真言であり、）

是大明呪 （ぜだいみょうしゅ）                           　（悟りのための真言であり、）

是無上呪 （ぜむじょうしゅ）                              　（この上なき真言であり、）

是無等等呪 （ぜむとうどうしゅ）                       　（比較するものがない真言なのである。）

能除一切苦 （のうじょいっさいく）                    　（これこそが、あらゆる苦しみを除き、）

真実不虚 （しんじつふこ）                                 　（真実そのものであって虚妄ではないのである、と。）

故説般若波羅蜜多呪 （こせつはんにゃはらみつたしゅ）   　（そこで最後に、知恵の完成の真言を述べよう。）

即説呪曰 （そくせつしゅわつ）                          　（すなわち次のような真言である。）

羯帝羯帝波羅羯帝 （ぎゃていぎゃていはらぎゃてい）      　（往き往きて、彼岸に往き、）

波羅僧羯帝（はらそうぎゃてい）                        　（完全に彼岸に到達した者こそ、）

菩提 （ぼうじ）                                                  　（悟りそのものである。）

僧莎訶 （そわか）                                              　（めでたし。）

般若心経 （はんにゃしんぎょう）                       　（知恵の完成についてのもっとも肝要なものを説ける経典。）

          舎利子(シャーリーシー)  ； 仏様のお弟子さんの名前。般若心経は、仏様がお弟子さんに向かって話した
                                                   言葉をまとめたもの。その話を聞いているお弟子さんが、「舎利子」。

【資料 2】 伝教大師直筆の『山家学生式』の冒頭部分（延暦寺蔵、国宝）

  宗祖伝教大師 最澄

【資料 3】 天台宗の教え



【資料 4】 「法性寺」案内・由来  の看板

【資料 5】 法性寺の由来

【資料 6】
   法性寺 本尊 「大日如来」
                          （行基菩薩 作）
                     …本堂 展示写真



【資料 7】 法性寺 本尊「金剛界大日如来像」について

金剛界・胎蔵界 とは？

【資料 8】 金剛力士像 異聞

像高33.2㎝の智拳印（胸の前で、左手をこぶしに握って人さし指だけ立て、それを右手で握る印）を結ぶ金剛界大日
如来坐像で、寄木造・漆箔・玉眼嵌入（かんにゅう）の像。頭部前後矧（はぎ）、差首とし、体部も前後
矧、膝横木一材内刳をする。製作年代は室町時代末から江戸時代初期。破損もなく、五智の宝冠（五角形

の各平面に五智五仏を配する宝冠。五智＝大日如来に備わる5種の智慧）をいただき、頭の頂に高い髷、条帛、裙を
まとい豪華な装身具をつける。一見すると菩薩像のように見えるが、これが大日如来の特徴と言える。
なお、大日像には金剛界と胎蔵界の大日如来があるが、市内では胎蔵界大日如来像はまだ見ていない。
（岡崎神仏雑記帳より）

大日如来とは「密教」の最高の位にいる仏様
◯密教の教えでは、大日如来は宇宙そのものであり、また阿弥陀如来や薬師如来をはじめとする他の仏
様もすべて、大日如来が変身した姿です。大日如来がいなければ、ほかの仏様も存在できません。
◯大日如来は1人ではなく、2人いらっしゃるんです。1人は智恵を表す「金剛界（こんごうかい）」、も
う1人は慈悲を表す「胎蔵界（たいぞうかい）」という世界にいます。「金剛」とはダイヤモンドのこと
で、大日如来の智恵はダイヤモンドのように絶対に傷つかないという意味。また「胎蔵」はすべてのも
のが大日如来の中で、生まれる前の赤ちゃんのようにやさしく包まれていることを意味しています。
◯「金剛界」と「胎蔵界」にいらっしゃる大日如来も、それぞれ見た目に違いがあります。１番の違い
は、印相（いんそう―手の形）です。「金剛界」の大日如来は、簡単に言うと忍者のような手の形をして
います。具体的には、胸の前で左手の人差し指を立て、その人差し指を右手で握る形をしています。こ
れを智拳印（ちけんいん）と言い、「金剛界」の大日如来だけがする手の形で、仏様の智恵の深さを表し
ています。
◯一方、「胎蔵界」の大日如来は、「法界定印（ほっかいじょういん）」という手の形をしています。具体
的には、おなかの前で左の手のひらを右の手のひらの上にのせ、親指同士を軽くつけて楕円をつくる形
をしています。これは慈悲の心を表しています。                       （「仏像リンク」より）



【資料 9】 法性寺町名考

【資料 10】  法性寺 主な年中行事 【資料 11】 法性寺ねぎが有名になった理由
 

【住職のお話】
◯「法性寺ねぎ」の方が、お寺よりも有名ですね。
   実は、有名になった（した）のには、私も関わ
   っているんです。
◯私は、市役所の農務課にいました。ある日新聞記
   者が来て、“いつも、ナス、イチゴでは面白くな
   い。何かないかな。連載を書きたいんです。”と
   言ってきた。
◯そこで、近藤さんのところに飛んでいって、お願
   いしたら、すぐ記者に一緒に会ってくれて話をし
   ました。
◯記者は、法性寺ねぎの話を連載記事にした。普及
   所（農業改良普及所）も、売り出すのに協力して
   くれました。
◯補助金も出た。県も出した。
◯結局、生産が追い付かないような状態になったん
   です。
◯「比叡山延暦寺へ修業に行った法性寺の僧侶が、
   京都のねぎを持ち帰ったのが始まり」というのは、
   まあ、そういうストーリーになったんです。
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